
特集　海域と地域

19世紀初頭の地中海と「アルジェリア危機」

―トルコ政権崩壊の過程に関する一考察―

小山田紀子

は　じ　め　に

1830年のフランスのアルジュ遠征は,その後132

年間にわたるフランスのアルジェリア植民地支配を

生み出す起点となり,フランスの伝統的歴史学に従

えば,アルジェリアそしてマダリプ近代史の起点と

捉えられてきた王)。しかしそれは何よりもまず,16

世紀以来西地中海におけるオスマン帝国支配の拠点

であったアルジェのトルコ入政権の崩壊を意味して

いたことが想起されなければならない。アルジェの

トルコ政観　CDivan),すなわちデイDeyを頂点と

するアルジェ政庁(R飽enced'Alger)が,18世紀

末から19世紀初東のヨーロッパ列強の地中海進出に

ともなう国際関係の変化の中で,いかなる崩壊過程

をたどることになるのか,そして地中海で競合する

ヨ一口ッノヾ諸国の中でフランスをアルジェリア征服

に向かわせることになる状況はどのようにして生み

出されるのか,19世紀初頭のデイ国家の最後の25年

間(1805～1830年)の"アルジェリア危機"2)と呼

ばれる時期を中心に,デイ政権とヨーロッパ諸国と

の関係から明らかにしていきたい。

ところで,アルジェリアがオスマン帝国の一属州

に編入されるのは,16世紀初頭,レコンキスタに伴

う地中海の北側からのスペインの脅威に対して,商

人貴族の支配する都市アルジェがオスマン帝回の海

軍に支援を求めたことに始まる。そしてアルジェリ

ア防衛のた捌こ導き入れられたトルコ海軍は,もと

ギリシアのミティレヌMytilene島出身の海減でイ

スタンブールのスルタンの臣下であったが,この時

アルジェの主権者となった。海減の首領ハイレッデ

ィンKheireddine3)は,1518年イスタンブールの

スルタンよりペイレルベイbeylerbey(オスマン帝

国の州長官)の公的権力を認められ,アルジュにお

か蔽トルコ歩兵の軍隊オジャックOdjakの権力

の下で,アルジェリアにおけるトルコ国家の支配体

制が確立し.たのである。したがって,アルジェ政庁

成立後もトルコ人の経済活動は海軍を中心とした地

中海の海賊活動にあった。ところが,17世紀後半か

らイギリス・フランスの地中海進出により,トルコ

人の経済活動とアルジェ政庁の支配体制に変化が生

じてくる。オスマン帝国の衰退に餅い,これまでイ

スタンブールのスルタンより派遣されていた,トル

d総督パシャPachaによるアルジェリアの統治制

度は1671年に廃止され,以後アルジェに駐在するト

ルコ人の軍人の中から選ばれたデイの下で統治され

ることになり,オスマン帝国から自立化の方向をた

どる㌔　そして,17世紀半ばまで盛んであったトル

コ人の海賊活動は,ヨーロッパ勢力の進出によって

打撃を受け,そこからの収入の減少に伴って,国家

の財源を求めるトルコ人の経済活動は,内陸部の部

族支配へと向けられていく。それは,農耕牧畜生活

を営む部族からのトルコ人による土地の没収,およ

び土地からの収穫物の搾取に向けられ　そのために

陸軍オジャックとそれを補完する特権的なマフザン

makbzen部族を再編強化しなければならなかっ

た5)。さらに,土地に対する徴税制度の確立および

そのため.の行政組織の整備が17世紀後半以降のトル

コの支配構造を形成した。

デイを頂点とする中央権力は,最高権力機関ディ

ヴァンDivanにおいて,デイが任命する5人の大

臣および高級官僚から成り,アルジェを中心とする

デイの直轄領にこれらトルコ高官が駐在していた。

直轄領を除く地域は,東のコンスタンチーヌCon-

stantine州,中央のティトゥリーTitteri州,西の

オランOran州の3つの地方行政区域ベイリク

beylikに区分され,デイによって任命された3人
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のペイBeyがそれぞれのペイリタで地方行政権を

組織 していた6)a Lかし, トルヨの 国 家 権 力 は領土

全体に間-の濃度で浸透 したのではなく, トルコの

国有地や,税徴収権を トルヨ高官や産地有力者,特

権部族に委託 したアゼルazel地 (譲渡地)は沿岸

平野艶 東都市近郊など限られた地域に分布 してい

たoこのようなデイ政権の内陸部族に対する政策に

ついては,拙稿 ｢フランス植民地化前アルジェリア

の土塊制度 ｣7)において分析したが, この トルコ橡

力に対抗するアルジェリア内部の渚社会階層間の土

地をめぐる対立抗争が,フランス征服前夜に至るア

ルジェリア社会の変動を規定する要因であったoそ

して,ヨ-ロッパ勢力の地中海進出に伴う経済的封

鎖により, トルコ政権による農民層の搾取はますま

す強化され,賓窮化 した農民層の不満は,渇-フィ

ー教団タリ-カtar蜘 aによって結集され組織化さ

れて19世紀初頭に頻発する農民蜂起としてあらわれ

るO筆者は,このような農民蜂起の トルコ領全体へ

の拡充がヨーロッパ列強のアルジェ干渉という外的

泰因と結びっ宅ことによってデイ政権を崩壊へと導

いたと述べたことがあるが8), このような内的要因

のみによって トルコ政権の崩壊は説明できないo西

地車海の要衝の地アルジ温9)に本拠を置いていた

デイ政権は,18世紀以降のヨ-ロッパ勢力の経済的

外交的進出に対応 したさまざまな政策を打ち出さな

ければならなかったO

そこで本稿では,地中海に視点を移 し,デイ政権

の対外政策を地中海の国際関係の中で分析 し,アル

ジェ政庁を崩壊へと導 くことになる外的要因私 主

にデイ政権の経済的危機という観点から明らかにし

ようと試みるものである｡まず第 1に,アルジェリ

アの地中海貿易について,農村経済と海外市場との

関係から解明し,祝い判 9世紀初頭の地中海情勢の

変化の中に巻き込まれたデイ政権が生き残りの道を

探りながらもやがていかなる終蔦を迎えるのか,そ

の経緯を明らかにしていきたい｡
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3) ハイレッディンは,兄ウルージとともに赤ひ伽

海域パか 細 ッサ兄弟と呼ばれ,西地中海の支配者と

なるパル州 jア海賊であったoパか リヾア海賊とは,き一,すい

-部は生粋のトルコ太やムーアÅであるが,尭部分は

パルパロッサ兄弟のように,キリスト教世界のあらゆ

る地方から自ら遊んで,あるいは海賊にさらわれてや

ってきた改宗者であり,彼らはムスリム海賊として,

キリスト教諸国将船を掌っていたO拙稿 ｢赤ひげの海

賊 ･パルパロッサ兄弟｣週刊朝日百科 『世界の歴史』

73サ朝日新聞社夕旦990年oまたパルバリア海賊の歴史
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7) 拙稿 ｢フランス植民地化前アルジェリアの土地制

度｣『国際関係学研究』No.乳 津田塾大観 198輝 0

8) 拙稿 ｢オスマン帝国支配末期の 『アルジェリア危

機』- フランスによる植民地化の原因をめぐって
- ｣『吉備国際大学研究紀要』創刊亀 199輝 0
9) 16世紀以来,パルバリ7海賊の拠点となった7ル

ジェは,海賊の都市であると同時に,私掠品の交換の

ための,活発な商業中心地でもあった｡フェルナン･

プロ-デル著/浜名優美訳 『地中海』軌 藤原書店,

1993年,346-360頁｡

l アルジェリ7の農村と海外市場

オスマン帝国支配の後半期,アルジ且のデイ政権

はヨ-ロッパ列強の地中海での勢力拡大に伴う私掠

活動からの収入の低下を補うためにサアルジェリア

の農民層から可能な限りのすべての生産物を吸い上

げ,冒-ロッパ市場への輸出を押し進めることにな
ロ-カ)i･

るoデイ政権は農民からはその生産物を地方の低価

格で買い上げ,ヨ-ロッパ市場ではそれを高い市場

価格で売りさばき,差額を国家の収入として得るの

であるoこのようにデイ政権によって独占されたア

ルジェリアの農産物流通闘 ま,外国人商人や外国の

海運業者が重要な役割を果たすことになる｡まず本

章では,アルジェリアの農相とヨ-ロッパ市場とを

結びっけることになる地中海貿易がどのような要因

によって促進されるのかを検討 した上で,且8世紀後

半から19世紀初頭にかけてのデイ政権による対外貿



易の実態を貿易バランスの分析から明らか碁こしてみ
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1 海運業と関税

18世紀の最後の四半世紀以来,アルジェリアの海

運業はほとんど活動していないと言ってよい状態で

あった｡イタリアの リポルノLibornoとフランス

のマルセイユMarseilleの船舶貨物を扱うごく少数

のアルジェリア人商人- たとえばベン･オマール

BenOmar, プ･ダルパBouDaTba, ペン･ネグ

ロBenN台gro,- ム ダ ン ･コ- ジ ャHamdan

Kilf'dli1､･ を;和 一∴､:､~.r'･..L;･J.リ~･'JJは-.--iL.

ッパ諸港への海上運輸にほとんど参加 しておらず,

貿易からの利益を,自国による保護を受けてuたヨ

-ロッパ大商人や地中海貿易で活躍する且ダヤ大商

人 ギリシア大商人に譲り渡していた3)Oさらに自

国の商人の利益となるように導かれたヨーロッパ諸

国家の商業政策は,アルジェリア商人の地中海貿易

への参入をますますむずかしくしていたOたとえば,

18m年,アルジ孟リア九の扱うさまざまな商品はフ

ランスの支配下にあった渚港の税関においてすべて

没収された漣)Oまた,アルジェリア人の海運業を打

ち立てようとする努力も,より整備されたヨーロッ

パ諸国の海運力の前にその成功の機会を全く兄い出

すことができなかったoアルジふリアの地中海貿易

において海上運輸で重要な役割を担ったのは,く義

D で示されるような,守ルセイユの海運業者であ

った ｡

このような地中海貿易におけるアルジェリア人の

活動の締め出しは,ヨ-ロッパ丸商人の利益となる

アルジェ政庁の保護関税の撤廃に向けての変化とと

もに深刻さを増していった018世紀初頭,冒-ロッ

パ渚港とくにリボルノとマルセイ淀の貿易商品は,

アルジよにおいて輸入に旦2.5%,輸出に2.5%の関

税が課せられていた5)のだが,ヨ-ロッパの2東

商業頭,イギリス･フランスはアルジェ政庁との平

和友好条約によって大きな特権を得ていたoイギリ

別法,1700年に締結され1716年に再確認された条約

によって,輸入に5%,輸出に2.5%の関税を支払

うことが取り決められたOフランスも1718年 1月16

日の条約により同じ特権を得ていた6)O このように

表 1 アルジェ港におけるマルセイユの海運業者の
船舶の出入港

年 い 806 1807 ま808 い 809

船舶数 を 2鳩 21 i7 i 20

興拠 :Masson (P.).叫A laVeilled■uneconquete.concessionset
compagniesd●Afrique.1800-1830M,BtLLLeEz-ndeGi･ogT(ゆhte
ht'sLon'qtLeeLdt,sc71rPtiLQ･,L909.p,78,inSaidouni(N.).I,aul'e
rtLrLZLe daTLSrALgerotsde1791a1830,UnivesitedeProvence.
Aix-en-Provence.1987-1988,p.619.

関税額沌ミ軽減されていく中で,アルジェリアの譜 港

は税関におけるコントロ-ル機能を発っていくB す

なわち,ユダヤ人商人やヨーロッパ人商人は,輸入

に対 して10-12.5%の税を課せられていたのだが,

アルジェリアの税関における手続きを巧妙な手段で

くぐり抜けることによって, 輸入税を約4%しか支

払っていなかったoまた,アルジェリア丸, トルコ

人, その他のムスリム商人は5%の関税が諜せられ

ていたが,実際には1%しか支払っていなかった7㌔

このような関税額の軽減そしてすべての保護の撤廃

に向けての動きは,アルジェリアの農村経済を海外

市場に結びつけることとなり,農民の生活を海外市

場の影響下にお宅という危険にさらすことになったO

アルジェのデイ国家の最後の数十年間,アルジェリ

アの農業生産物は,ベイ73クのトルコ入役人を介 し

管,ある摘 ま且ダヤÅやヨーロッパ大商人を介して

可能な限りのさまざまな商品が大量に吸い上げられ

管,アルジ£蕗をはじめ沿岸諸藩からヨ-ロッ′パ市

場に向けて送り出されることになった｡

2 トルコ政権による農産物市場の独占

アルジュのデイ政権によるアルジェリアの農産物
ローカル

と市域の独占は,先に述べたように,地方でのその

購入価格とヨ-ロッパ市場での販売価格との差額に

よって保証される一定の収入を得るために,自由貿

易によって輸出できるすべての生産物 (穀物,羊毛曹
ろう

皮革,敵 機,塩など)を農民から汲み上げること

を目的としていた8㌔ これは,アルジェリアの私掠

活動の衰退に伴うそこからの収入の低下を埋め合わ

せるために,農村経済をトルコ人の国家管理の下に

置くよう導くこととなり, トルコの海軍に代わって

ますます権力を増強する陸軍オジャック9)にその

利益をもたらすことになったO農産物取引のすべて

19世紀初頭の地中海と ｢アルジェリア危機｣(小山田) 3



衆望 アルジ丘のデイの倉庫墨こおける生産物貯蔵量
(1830年)

生産物 貯蔵愚 生産物 貯蔵盈

小蒙ろう 大麦 9.585qtIquinta1-108kg)590q 塩 2.030q布地 9.762枚(379,380m)

増加 ejaune) 759q 凍炭 2,OOOq

羊毛皮革(オリープ)価パタ- 箸 義 主義

注:本義は娘 のSa加 uni猟 )･が次の文献資料から打ち立てたものD
A･MIGLH･225･Notessommatressw LpsdenTieseE maTChLZn+_
dtsesErout･eesdaTISLesmagast.nsdeLaRege71Ced･ALgeTeLLeuT
tJaLeuratIPTOX1-maLiue･S･d･;Denniee(Baron).伽 dshisLor71queeE
admt-mitrah'/deLacom的Ped･Afhque.Paris.1830.p.79.

において農酎 測ahsと市場 場 外市場 と国内市

場)との仲介者として振まうトルコA投入は,時と

して徴税請負権を外国人商人に与え,生産物の集荷

を彼らに任せたoたとえば,才.)-ヴ池の取引はユ

ダヤ人商人にデイが認可を与え,且ダヤÅ商人は軍

隊とアルジェの都市住民に必要な量のオリ-ヴ池の

供給をすべて独畠していた瑚Oまたペイ,]クによ

って独責されていた羊毛取引の例を挙げようO ペイ

リタが牧畜民に15リーゲル (livres)を支払って得

た羊毛 (原毛)紘,ユダヤ人商人に2机 -ヴルで転

売され,彼らはそれをマルセイユに輸送し,38'1-

ゲルで売ったOこの取弓匿 おけるデ胴 用 益は30乳

且ダヤ入 海 適 業 者 の 利 益 は 50% ,そして羊毛の価格

としては84%値上がりした五㌔

このような農産物市場の欝家的独占は,エジプト

のムノ､ンマド･アリ-の政策にも見られるものであ

るが,アルジェリアの場息 それはアルジェリア商
イニシ丁チ7

人からあらゆる主導権を奪い去る商業政策であり,

農民を犠牲にしてアルジェリアの農村経済を荒廃へ

と導 く要因となったOデイ政権蔓こよる農産物市場の

独占がどれほど大きいものであったかは,オジャッ

クが集めた農産物の貯蔵量を調べることによってし

か知ることはできないであろうo そこで最後に,フ

ランス征服時の183時 に,フランス軍がアルジェの

デイの倉庫で発見 した生産物の-髪を 〈義2)で示

すことにしようO
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3 貿易のパランス

さて,アルジェリア国内市場においてデイ国家が

集積 したこれらの農産物は海外市場のどこへ向かう

のであろうかoまたアルジェ政庁は海外からどのよ

うな商品を輸入 していたのであろうかo次にアルジ

ェリアの貿易バランス (収支)を見ることによって,

デイ国家末期のアルジェリア経済の特徴を明らか着こ

してみたい｡

まず,18世紀助アルジェリアの輸出入商品につい

てみていこう0 第 蟻 , マグリブMaか ib, オス

マン帝国の諸州そしてスーダンSoudan (普-ラ以

南ブラック･アフリカを指す)に向かう輸出品は,ロ17)ル
アルジ-73アの地方の孝工業品- ウ- ル楓 毛私

･~1I-･'し,ハ ー-(･ス :I)I:･･JJJ･}r..I.L.廿 きi.･:.,:.U

外 部 ,嫁なし帽 (tarbouch),皮革製鼠 絹のベ

ル ト,襲Ij繍っき-ンカチ- ど,少量の農産物-

小麦,オリ-ヴ敵 機,蜂蜜,羊毛,パタ-,レン

ズ豆- であったoこれらの輸出は,アルジェリア

経済を補完するものであり,帯磁 を生み出すもので

あったo第2にヨーロッパ諸国に向かう輸出品は,

食糧品のみに限られており,東部労が小麦をはじめ

とする穀物で,これに羊毛 皮風 塵,蜂蜜,オリ

ーザ池,ブドウ,タバコ,乾燥イチジク,ナツメヤ

シ,香水周のバラのエッセンス,雌羊‥罵肉,ダチ

ョウの羽楓 塩が加わる12㌔

第3に,右翼ラム諸国からアルジ温.)アに入って

くる輸入品 は,陸路 あ る料 ま海路 (チ 温ニス

Tun転 ロゼット鮎set晦 ダミニットDamie晦

アレキサン門 アAiexandFie,スミルヌSmyrne,

ベイル-トBeyrouthの各港から)輸送されてくる

次のような手工業品であったOすなわち,絹織軌

盛麻布楓 宝昆 布楓 綾なし帽,-ンカチ,ベル

汁,香草軌 朝敵 コ-ヒ-,砂糖,嵐 塩化アン

をニウム,それからペ ルシャやインドのさまざまな

商.品等lt･..

第4に,ヨーロッパ諸国からの輸入については,

まず国別の輸入額の割合をみるとテフラン離 ､らが

おおよそ50%,オランダ25%,イギリス12.5乳 ベ

ネチア12･5%であった瑚o輸入量の最 も多いフラ

ンスからの商品の大部分は,マルセイユ港から輸送

されるもので,その半数近 くは毛織物 抽 aps)管
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鼠 ブリキ,鋼製鼠 宝石等が輸入されていた｡イ

ギリスは,アルジェリアに向けて自国の工業製品と

植民地の加工食品を輸出していたOイタリアの諸藩

からくる輸入品の中では,番辛料,ジェノヴァで細

工された大理石,-ンカチ-フ等が挙げられるi6㌔

18世紀末頃におけるアルジェへの輸入品は地中海

のどこの港から入ってきたのかを示す (表 3)から,

18世 紀 末 においてもマルセイユとリポルノとの関係

が最も重要であったことがわかる｡ しかし,19世紀

に入ると,イギリス･フランスの競合関係が激化 し,

1806年からのイギリスによる10年間のアルジェリア

貿易の独占は,フランスとイギリスからの輸入額を

逆転 させ る｡1822年のアメ リカ領事 シェイラー

Shaler(William)の報告によると, この時期のア

ルジ且リア輸入品の貿易相手国別割合をみると,イ

ギリスが 1位で40%,スペインが2位で25%,フラ

ンスはスペインをも下回る17%であった17㌔

さらにフランス征服前夜の1826年における輸入額

に関する統計を (表4)でみてみよう｡ これからみ

ると,フランスとの貿易関係が1822年の条約以降再

開するとは言え,フラン封 まかつての貿易量を回復

してはいないことがわかる｡

次に,19世紀初頭の30年間のアルジ蕊リアの貿易

収支の変化を く義5)から検討 してみようO この蓑

で示される数字は,1800年,1802年,柑05年にはい

まだア ルジェリアの輸出超過を示している｡これは

フランス革命とナポレオン戦争期のヨーロッパへの

小麦を中心とする食糧品輸出の増大によるものと考

えられる｡ しかし,1806年から1816年の問のイギリ

スによるアルジェリア貿易の独占は,フランス ･ア

ルジェリアの貿易関係を断絶 し,アルジェ).)7小麦

はフランス苗場を来ってしまった18)ことが,輸出

量を激減させた原因と思われる｡そして,1822年以
降の数字で示される赤字の貿易収支は,フランス敬

服まで解消されることはなかった｡

以上,アルジェリアの輸出人品および貿易相手国

の分析とタ19世紀初頭の貿易収支の検討を通 じて明

らかにされたアルジェリアの貿易構造は,食糧品 ･

原材料のみを輸出し,製造品 しか輸入 しないという

従属的経済の特徴を示すものであった｡アルジェリ

表3 アルジェへの主な輸出港別アルジェの輸入額

(18世紀末)

貿易港 積荷量 (年間) 編入額 (年間)

マルセイユ 5-6荷 800.000Lb(リープル?)1.000.00031ポル} 2-3

典拠 :VenturedeParadis.o♪.df.,p.135.

表 4 アル ジ ェ リ ア の輸入相手 国 と 輸入額 (1826年)

輸入相手国 輸入額 割合

リポルノ 1.440,000Fr. 24,69%

イギリス.インド 1.344,000 23.04

フランス 1,200.000 20.57

ジブラルタル.マルタ 768,000 13.16

レバント 432,000 7.40

ジエノヴァ.トスカナ 384.000 6.58

北ヨーロッパの諸港 144.000 2.46

チュニス.モロッコ.トリポ リ 120,000 2.05

典拠 二Cit卓parClauzel(G卓neral)etDesjobert(A.)dtapresles
renseignementsdeShaler(W.).Esq山ssederdぬEd'ALgeT
coTLSLdeTesozLSLcsrap♪oTtSPOLIIEt'qzLe.hisEoTtqtLeetClltrI-I-,trad.
del'anglaisetenrichidenotesparM.Bianchi.Paris.1830.in
Saidouni(N.).op.ciL.p.625.

表5 アルジェリアの貿易収支 (1800-1830年)

辛 貿易総額 輸出額 輸入額 貿易収支

1800 4.800,000FT.2.600.00CIFTT2†200.000FT十+ 400.000FT.
1802 16.000.000 12,-000,000 4,000,000 十 9,000,000

1805 14,000,000 9.000,000 5.000.000 + 4.000.000

1822 8.000.000 1,500.000 6.500.000 - 5.000.000

1826 9,000.000 3,000.000 6,000,000 - 3,000,000

典拠 :Saidouuni(N.),La L･ieTnraLe血 nsL'ALgeroisdc179LaLS30.
op.ct't.,P.626.

注 こ木表は.典拠のSaidouni(N.)が次のような文献資料から作成Lた
ものである｡

T.S.E.F.(TableaudeLasituationdesEtablissementsFrancais
enAlgerie).1830-1837p.323.こShaw (Dr).op.cl'E.,p.15.;

pp.443-445.;Shaler(W).op.ciL.p.104,:Allard(ド.A).ot).ct-E.
p.15.:Emerit(M).L'AIg卓riede1830-.op.cllE.p.195.

7の地方の手工業は未発達であり,手 工 業 製 品は国

内市場を満たすのにも不充分であり, したがって外

国への輸出に向けられるものはほとんどなかった｡

また,デイは増加する支出を埋め合わせ,1830年

に近づくにつれて増々ふえっづける赤字の貿易収支

を改善しようと,アルジェリアの農産物輸出を促進

するために, ヨーロッパ諸国の営業権の独占や特許

の承認,ユダヤ人商人への特権の授与というような

さまざまな経済手段を次々に打ち出していく｡ この

ような農産物輸出は,オスマン帝国の他の諸州と同

じように,東地中海に向かうよりも地中海の北側の

19世紀初頭の地中海と｢アルジェリ7危機｣(小山田) 5
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へと向かわせることとな扮湖,マルセイ註, リボ

ル右 ジブラルタルの諸藩,ギ リシアの諸港とアル

ジェリアとの永続的な貿易関係をっ くり出 した｡そ

してこのような地中海を介 しての貿易ルー トは, こ

れまでイタリアの商業都市から多 くの製品を輸入 し

てきたアルジェリアを,さらにヨ-ロッパ (フラン

スとイギ リス)の三業製品の市場 と成し菅ヨ-ロッ
パ列強諸国に対するアルジェリアの従属的な経済構
造を形成することになったo このようさこ,デイ政権

の無知と軽率な政策によってますます強化されてい

ったアルジェリア貿易のヨ-ロッ}守への従属は,ア

ルジェリア農業を破壊 し,農民層を犠牲にして国内

経済の荒廃をもたらした｡翻 宴でデイ政権に対する

農民蜂起が激 しさを増 し,デイ国家を崩壊へと導も､

ていく国内的要因がっ くり出されていくこと着こなっ

た-:I-.,

日 本稿における経済的 ･統計的分布の多くは,次の

アルジェリア入歴史学者の研究に依拠している｡

Sa量douni (Naceredd量ne),£a vie rura由 血ns

i'A雛和isde17:91逮1830,もh色sepourledoctoral

d'Etate計lettTeSetSCienceshumaines,UniveTS主t垂

心 :ノ･･･ハpln｡LL.I_＼…x･＼:.･こr!,Iill(IL),t･111:I(IH【lil･.､:ヽi-

taire且987-1988,紬iTeCteurderechercheduPT｡fes_

seurRobertMantTan).なお,サイドゥニ民 (アル

ジェ大学教授)の審研究の位置づげについては,次の

研究史を参照o拙稿 ｢研究案内,マグリブ 遮 現帽 ｣

板垣雄三監健『イスラーム研究-ンドブック』栄光教
育文化研究軌 1995年0

2) GentydeBussy津.),Dei馳 blissemenidesFran_
r′山 √Jr･Z,L1-I(ILIt'(･.ど(･,"rd･.:･H.!ftJ,rI;tI.iL･･t,TTZIJIJmJfI･L･tZ(Z J

thI/W Iu-･hTt･:tll･Jr;77..･(･171,Lr:ls.い1:lJ:.･L:I∴叩.2桝 27り.
inSaidouni(Nj碑 cii.,p.618.

3) Emerit鋤 )了･L･essaid･unemarirlemarChande

baTbaresqueauxvIll色S呈色cie,,,CahiersdeiaTu-

nisie-noュl,且955,p ,369,inSaidounHN.),碑 cii"
p.619.

I: い '√一:･′三'J･L､｡:r"-Lュt.･ヽ.:･1.T_.jL.∴nLrl･LL,.ぎ… JIL,･

仙JE/E･"!:(･･t!tLtt,(.- ｡くさ"!.･1･:パ･r･T,､Ir.:､･i.V::iJf)..I!.

inSa量dounHN.),妙 軌 p.6旦9.

5) Morgan(J･),Hisim･rGdesGtaisbarba柁SqueS画
i)･ll･･｡("LlI(.LLJ"'r!Llt,n(Ir･･･けZIf･}7"rLII･･･m.trilll･.IllI:rl:I.(./,･L

tion･l翫 iP癖enidesroyaumesd･Alger,deTu塊

{lr･/rr･.I･)I:･lL;efl{J.･LlI:I･ltl…′(..･･.･{･rIt･IL,tl.I.(,rく･･√へ./HLr.hn ･

7EJri.'Lbl.L'(.,JLrL･-)"lI-II'.J･]!Lt･Jr･･:LIL.,-Lrt.rJm即†〔･し･.I;､JLl.し:し･

l'angiaisparBorerdePrernaudie,Paris,且757,T.
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:);I.I.:-･lヽミ･iL･ミ√一;I._さ1ll',･',I,･.i',;2,-.

'i,･J-:l;}rlr:i-L1､.人- ､ヽ!.i/三･･::I.･･･.r.- =･【いⅠ:llr(.･･.･･Li

nav鹿 tiondei'Alg紬eayantlaconqu的 fTan.

{i:ふく:I:州 ∫l･'ut｡t.I-I,'['lt-.･I.Il:-[,･I･･････LIi･i{J;(.･･1.I.′′",･.tl.

Tt丑一札 18軌 Pa晦 186i,p･192;Le晦 轍

i･:lJ･･(･･IL･･Wr"IlE･･･-a,I,IL.(7LI.I(･rtEEt,(;VlLtl"Ll･li･1Lt･:J1,.

LaHave,yonD軸 S･d･p･195漉 G･Docume触 in_

LILw !･･I-'}611L,-;･･.IL:{＼､･Llll'tEL､- --Tll･､rr･ilJ/.Tt-

ttur..･.-I-llt,I.J.I..r･P･ll-iト∴tu::軌 llrlヾ∴-- ∴l卜＼.-(･!)(･.7!..
p.620.

7) VenturedeParadis了 Å̀廊 rauXVm痩地 且e",
llJ･:tT･･.一l;.I/･71rrLlT畝T.:i:1,lull-5.f};).･†tj.=1:H.I:

8) Saidouni猶.),妙 eit.,節.621.

13IItミ(.r･H･･.'＼■-t･･L･･.Ill".･.!'.'･iL".T;.ト1.1

i()LTr.I)･1--li.:Il;.･･!:i-"lJ･tL･I･iL∴!,･･lli･,I･JJ!"'･FIヾ山ltlゝ

lt'L,/"(I.mlノ′.IEr"I-′･:'t如,ILLIl･.,.(I-):tL･TLmf･･一･ll･.･= ･S･･it:.
inSaidouni(N.),oL).ciE"p.622.

1D EmeriH M･)∴一Lasihat孟on如onomiqtiedela

R軸emced'Aまgeren1830",InjbrmationHisぬ吻ue,

三1~tl.lllir､､･＼＼l･∴ :リ･1,.ir)-i-;Z.i"S･lj｡()ー▲:lilN.,.
oP.cil.,p.622.

1二･IL･l-a::lミJt'･･LllJIL･tり′LHノ加 :".I.lr,LIT{J･ll...trErIYW.･ll,tJr.･rIL

L1-FmJI}- I.....(JEir･lll→."T∫I:Jt･L･･:･(I-(.l･.I.L{･･I,1･･｡!･!..･EJl!･･;ir･17(I.･.

trad･dei'an如 isparBlanqui甑 Pa晦 18軌 p.

36L;Morgan(J),碑 cit.T.玉,p.52;Laprimaudie
(11!-:･lE･.,:(･･:･I)♪-clL･!,lJ･州 ]:jf).i.rlト,lir≡.I::1:
･＼･.,I.I,ft.I.lp,.613.

1-ll＼~･･∴iL･rく､･Lt.P:-IL∴1･･･.･.･:rTt,.I/Il/Ill,･u･･mt'L･T(I

{I/a(-{,l･川JC.rLlollLくけ･･.!･.":).lj､.ri.LIrh､三日･:･..h･iJ:･L∴

Toulon･p･65･;PeTTOt紘 M･),Aigw.esquissci蜘 -

i!T'･rIJ/7!,FZ/,IJur,･::":LmfH･･･'1i･LJ(IL･E･l!(･.三ゝ./ト_ほ.I:!､

r･-JltR一･-LLl:lュ上)･r三ll:･LLJ"it･.＼l･I;.t･･(it.:I{JI).･､∴･..;Ji:.

且891恥 inSaidouni猶.),碑 政,p.624.

旦覇 Commiss呈ond'AfT廊 e,proc色sveTbauxetrapI

POr晦 T･i,PP84嶺3-445.citeparYacono緩.)

dams 如La R虐genee d'AlgeT en 且83勘 d･apr鮎

ll(I:l(ltこ(:I-ミ･Jさu一一l!こ:二一トド-.-1ニー:主し;･i･:..)は::亡一･.fi.L-,1.ユ:.

M.no2･1966,p･238,inSaidoun孟扱う錬 れ p.
624.
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L･･Jlrm,l>･･Iti.･L/､､･･.-〃王(LL･･1･:ILl;i..･･･.I･Lへざ′′･/(I- ;ヾ〃/lNIH･Jrr) -
i}EIb!r･J-11{･",.･･:LH･J!,(･I,IL;･ヾ"I:･}･L,L･こ.･ぬく:.1l:1111.｡ぐLi亡､J:≡

gne,1830,p･ll,inSaidounHN.),碑 C級,p.624.

16) commissiond'Afriquenomm豊eparlarOi,ie7

Juiiit.:1バ:～:'･.I'Tl′J,.,,.ヾ ト…･]･")と′=･.,I(../.JI一′Jr1.､,1LHJ,.･(I,I,N-

m由siond'A邦que,Paris,王mp.鮎yak,18乳 T.臥 す

p.444.

∫)t･rr…∫.:'L＼･＼l･IllLIL:-("I{･,I:I_･････;トL-IIJ!･,;i,rtj/".tf{mL･tJL･LITJt･-

aumeeEdeLaI,Z-lie.Paris,1830,p.47.in･Saidouni
(N-),op_cit"p.624.
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18) Lacoste(Y.)elal..op.cit_.p.188.

19) Mantran(R),"Lestatu上del-Algerie,delaTu-

nisieetdelaTripolitainedamsl'EmpireOttoman''

inAttidelICongressoInternationaldiStudi

Nord-Africani,Cagliari,1965,p,214,inSaidouni,

op.ciE..p.626.

20) 前掲拙稿 ｢オスマン帝国支配末期の 『アルジェリ

ア危機』⊥ 165-166,170点｡

1L ltJ世紀初頭の地中海とデイ政権

以上のように.アルジェリアの海外貿易は18世紀

末以降,ヨーロッパ-の農産物輸出の増大により,

アルジェリア農村とヨーロッパとりわけフランス市

場との関係が強まってくるのだが,19世紀初頭の

｢アルジェリア危機｣と呼ばれる状況はこのような

地中海貿易の影響のみによって説明できるのではな

く,この時期の地中海世界を特徴づけていたいくつ

かの情勢についても分析されなければならない｡そ

こで次に,19世紀初頭のデイ政権を取り巻く地中海

の情勢も アルジェを拠点とするパルバリア海城の

衰退と,地中海で競合するヨーロッパ列強諸Egの外

交的経済的進出,そして特にフランスとアルジェ政

庁との関係を中心に検討し,やがてフランスをアル

ジェ遠征に向かわせることになる状況がどのように

して作り出されるのか,ユダヤ人商人の活動や革命

期のフランス-のアルジェリア小麦の輸出問題など

から解明していきたい｡

1 海賊活動の衰退とヨーロッパ列強の進出

先述のとおり,アルジェ政庁成立後もトルコ人の

経済活動は海軍を中'L､とした地中海における海賊活

動にあり,この私掠からの収入がオジャックの財政

的な繁栄を維持していた｡しかし,17世 紀 後 半 以降,

ヨーロッパ勢力の地中海進出によって私掠からの国

庫収入が減少し, トルコ海軍の権力は失墜していく｡

そして地中海の制海権をヨーロッパの艦隊 (オラン

ダ,フランス,イギリス)に譲り渡すことによって,

アルジェの私掠活動は17世紀後半以降急速に衰えて

いった｡18世紀,アルジェの私掠がどれぐらい行わ

れていたのかを示す次のような数字がある｡1737-

1799年の問,アルジェ政庁が私掠のために装備した

船は延べ1008隻,年平均16隻であった｡また1765-

1799年の聞,アルジェの船団 が 行 な った私掠は全部

で376件,年平均11件であった｡oこの数字からだ

けでも苧アルジ 且の私掠活動の低下とそこからの収

入の大幅な減少が推察できる｡1795年にはアルジェ

の海軍はもはや12隻はどの艦船をもつにすぎなかっ

た2㌔ しかし書ナポレオン戦争の噂瓢 アルジェの

私掠活動は一時的な回復をみる｡すなわち,アルジ

ェ船 団 の 出 力 が やや回復し,1802年には20件の略奪

が行われ,そこか ら得 られた収入の総額は57万

5125.74フランにのぼったと記録されている｡1814

年には17件の略奪により,195万4132.86フランの収

入が得 られた3㌔ たとえば,海賊の首領- ミドゥ

Hamidouの船団が行なったポル トガルのフリゲー

ト艦-の激しい攻撃と略奪では,10万3590フランの

収入が得られた4)a Lかし,後者 (181壇年)の収Å

総額はヨーロッパ商品のコストの上昇によるもので

あり,1802年の収入額を上回るものではなか っ

た 5)｡

1815年のヨーロッ′ヾにおける戦争の終駕は地中海

の情勢に変化をもたらし,アルジェの私掠活動はこ

れにより大きな打撃を受ける｡1815年のウィーン会

議において,ヨ-ロッパ列強諸国はパルバリア海賊

のヨーロッパ船に対する略奪行為を終わらせること

を議論していた6㌔ 地中海で競合していたヨーロッ

パ諸国に対 して提起された課題はまず第 1にパルバ

リア海蛇の鎮圧であり,19世紀初頭以来,その 重要

な拠点であったアルジェに対する干渉が高まってき

ていた7)｡ アメリカ合衆国とイギリスのエクスマウ

スExmouth卿のアルジェ遠征の例をやや詳しくみ

ておこう｡

アメリカ合衆国は,それまで海賊の被害を 受けず

に地中海における商業活動を守るために,アルジェ

のデイに,100万スペイン･ドル以上の賄賂と巨額

の通貨や海軍の必需品を毎年責物として贈ることで

アルジェ政庁と和議を結んでいた｡しかし,1815年,

ゲント(今のベルギー国内の港町)の条約で自由と

なると,合衆国はウィリ7ム･シェイラーをアメリ

カ領事として-艦隊をアルジェに派遣した｡その結

莱,1815年6月30日には条約が締結され,これによ
って金銭 の支払いは中止された｡すべての捕虜と捕

獲財産は返還され,合衆国は最恵国の立場に置かれ

19世紀初頭の地中海と ｢アルジェリア危蔑｣(小LLj田) 7
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イギリス政府はこのような予期していなかった合

衆国の成功を見せっけちれ,つ摘 こエクスマウス卿

を派遺した01816年 8別 7日,チェニスでペイにそ

の全領土内において,辛,]スト教徒を奴隷とする制

度を廃止させた後,アルジェにとってかえし,同様

の譲渡を要求するため,アルジェのデイと交渉した｡

しかし,アルジェのデイはこれを拒絶 しエクスマウ

ス卿自身が個人的に侮辱され,また部下2太の将校

が暴徒のために街路を引きずりまわされたOこのよ

うな非常事態に対して,エクスマウス卿は対抗処置

もとれず書イギリスへ帰航した｡ しかし,帰国する

かしな踊 場 うちに,求-ヌ鮎meとオランでイギ

リスの保護の下に暮らしていたイタリアAがデイの

命令によって多数虐殺され,ついに旦816年8月25臥

エクスマウス卿の旗艦シャーロット号は軍艦18隻を

ひきいて再びアルジェに向かったoオランダの提督

ファン●カペランVamCapellenは,艦船6登を率

いてジブラルタルで,この攻撃に参加したいと願い

出てきた｡ こうして,2Aの抱揮雷のもとにアルジ

ェに送られた艦隊の目的は,キリスト教徒の奴隷の

解放と同時に,181時 ,イギリス貿易によって引き

渡されたマスト,綱サ東艶 その他海軍装備の支払

いを要求することであったOその時まで,フリゲー

ト艦5隻,軍艦3隻,2本マストの中晩船 1鼠 ガ

リ-船 1隻,砲艦30隻の代金をアルジェのデイは出

し惜しみしていた0

8月27Eh 彼らの艦隊はアルジェに到着したOデ

イに対する休戦の申し入れは受け入れられず,戦闘

が開始された｡8時間余の合戦の鼠 イギリス.蘇

ランダの連合艦隊の砲撃によってアルジェの要塞は

廃嘘と化し,海賊の艦隊は滅び去り,あとに残った

のは2隻だけであったoこのイギリスの勝利によっ

管,蕊タスマウス卿はデイと条約を結んだが,それ

によると, ｢これから後は,戦争での捕虜は交換す

べきで,奴隷にしてはならぬこと,それから現鼠

アルジ且にいる1642人に逮する奴隷たち 技 として

イタリアAで,イギリス人は18人だけであった)め

全部を邸瓢 解放すべきこと,およびデイはその私

イタリアからまきあげた約400ドルに達する金額を

返却すべきことなどが決められていた｣9)0
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しかしきこのイギリスの戦闘によるアルジェ艦隊

の敏蟻と魚釣締結は,デイの海軍力による海賊行為

を完全に終わらせるものとはならなかったOなぜな

らばサ且818年のエクス･ラ書シャベルA孟Ⅹ-旦a-Cha､

pelle糊 会議の決議にしたがって, 1819年にフラン

ス弓 削 ス艦隊の提督たちが新任のデイに同-趣

旨の覚書を送ったのに対して,デイは外国船舶に対

する私猿を放棄することを拒否し,さらに敏の臣下

が私掠からの利益に代わる経済活動を鬼い出しえな

いと述べてID,この後 も海賊活動を続けることを

強調したoとは言え,これ以後私掠活動を再建しよ

うとするデ胴 〕努力にもかかわらず,1830年前夜に

はそれはヨーロッパ諸国の海運力の前に,もはや時

代遅れのものとなってしまう｡

以上のように,18世紀から19世紀初頭にかけての

西地中海は,アルジ丘を拠点とするパルバリア海賊

の活動が衰退 していき,代わってヨーロッパ列強諸

国が外交的経済的手段によって,マグリブ諸国にそ

の勢力の拡大をはかってい宅転換期であったoヨ-

ロッパ諸国は,18世紀,マグリブ諸国の沿岸の大都

市 (タンジェTanger,オラン,アルジェ,ボー男,

チ且ニス, トリポリTripoli)に領事をお勘 定著

し始めた自国民を保護 し,通商上の利益を確保しよ

うとするOこの段階では一応自由競争の原理が郎 ゝ

れていたが･18世紀末以降ヨ-ロッ}嘱 国間の競合

が激化するとともに,各国の国力を背景として通商

上の利益となる特権や特許を任地政府に認めさせ,

商業特権を独占すること碁こよって排他的な勢力圏の
確立をめざすようになる12㌔ このような外圧の高

まりの中で,アルジ且のデイ政権は最後の生き残り

の道を探るのであるが,次に ｢アルジ且リア危機｣

の時期におけるデイ国家の財政収入がどこに求めら

れていたのか,もう-度考えてみたいO

旦7世紀後半までデイ政権の財政収入は主に外国船

舶に対する私鯨から得られてHたことは,これま習

述べてきたとおりであるが,且8世紀以降の私掠から

の収入の低下を埋め合わせるためにデイはアルジェ

リアの農産物輸出を押し進め,貿易からの利益を求

めたOさらに,冒-ロッパ諸国の経済的外交的進出

にともない領事がデイに支払う年貢や贈物が,デイ

国家の最後の何年かにおいて,蟹家の重要な収入東
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デイに貢物や贈物を与える反対給付として,自国の

商社への特許や通商上の特権を得るのであるBこの

ようなデイへの年貢や贈物は,海賊活動や貿易の発

展への樺格となるものとしばしば見なされてきたの

だが,しかしそれはアルジェの私掠活動を終わらせ

ることはできなかったし,またそれはヨーロッパ商

人への特許や列強諸国-の営業権を生み出すものだ

ったのである｡そして,ヨーロッパ列強のアルジェ

干渉が高まる19世紀初頭,デイはヨーロッパ諸国と

次々に通商協定を締結していくのだが,それに伴な

ってヨーロッパ諸国がデイに支払う年貢や贈物の額

は急速に増加していく｡ たとえば,フランス領事の

就任式の際にデイに贈られたプレゼントの額を示す

(表6)を見ると, 18世紀末以降とくに19世紀に入

って急増していることが読みとれる｡

また (表7)は,1830年時のヨーロッパ諸国のデ

イ-の年貢と領事の交代時に支払われた贈物との収

入総額を国別に表わしたものである｡ここから得ら

れる収入は通貨と現物の両方から成るのであるが ,

フランスがとりわけ多額の納付を示しているのに対

して,イギリスのその額の低さがさわ立っている｡

以上のようなデイへの貢物や贈物から成る収入は,

18世紀末から19世紀初頭に増加したにもかかわらず,

それはデイの私掠からの収入の低下を埋め合わせて

財政赤字を解消することはできなかった｡さらにこ

の財政赤字は,ヨーロッパからの輸入品の値上がり

と貿易による巨大な利益がヨ-ロッパ諸国の商人や

海運業者に分配されたことによってますます深刻化

していった｡このように財政危機に直面するデイ政

権は以後,ますますアルジェリア国内への依存を強

めていくことになるが,こうした動きを,ヌッシ

NouschitA,)はデイ国家の ｢アルジェリア化｣14)ど

述べた｡

さて,いよいよヨーロッパ列強の中でフランスを

アルジェリア征服に向かわせる状況がどのように生

み出されるのかについて,最後にフランスとアルジ

ェ政庁との関係をみていかなければならないのだが,

その前に,アルジェリア貿易において大きな役割を

担い,やがて政治的にも重要な役割を果たすことに

なる,ユダヤ人商人の活動についてみておきたい｡

琴『

表6 フランス領 表7 ヨーロッパ諸国のアルジェ政
事の就任時の

デイへの贈物

弗拠 :Blavin.LacoTZdI--
ttlon eELatTiedos

Frar吋aisdamsLa

RegeTlCea-ALger.
Alger.1899.p.79.
inSaidouni(N.),

op.CLIL..p.630.

育(デイ)-の年貢 ･贈物の総額

国 名 デ イへ の納 付 額フ ラ ン

フランス 806,660

イギリス 40,000

スペイン 150.000

ポル トガル 363.800

オランダ 1601000

オース トリア 200,000

アメリカ合衆国 15,120

トスカナ 123,750

シシリア 235.400

サルディーニヤ 160.000

ハノーバー.プレーム 15.120

興拠 :Saidouni(N.),oL).L1-I..p.630.
注 :本義は,興拠のSaidouni(N.)が次のような

文献資料から作成 したものである｡Shaw

(Dr.).VoyGLge 血 nsLLZRegmced'ALgeT OtJ

desmlpLIlm geogr(ゆhllque.♪hyszLqlLe.♪htlL&
Logtquc.plc.1･･deceEdLaE.trad.del'ang)ais
avecdesnombreusesaugmentations-
paり.MacCarthy.Paris.1830.pp.211-212:
VenturedeParadis.op.GILL..pp237-239;
Bourbon(PrinceSixte de),LadenltL如

conqueEe血 roI'.LAlger.1830,Paris.1930.
T､Ⅰ.p.16;VatParisot.ALger.DesmlptioTZ
S♪ec由LcdzL/OTL dos jTorn'fl'caLtloTLS.des
TnO′IuTrtelILseEdeLEIi)osIIEiondeLatTLILLe

d'AJgeT.Paris.S.d.

2 ユダヤ人商人の活動

イタリアのリポルノ出身でアルジェに住むユダヤ

人商人は, トスカーナ地方の自由港であったリポル

ノ港との関係を利用して,18世紀以来オジャック軍

のトルコ高官の傍らで政治的商業的に重要な役割を

果たし始めていたユ5)o もともとリポルノ港1番)揺,

西地中海におけるイギリス人,オランダ人の貨物集

散地であり,また海賊の私掠品の再分配地でもあっ

た｡ リポルノにいたユダヤ人商人たちは,オスマン

帝国の主要な港,とりわけアルジェ港とチュニス港

との緊密な関係を保ち,アルジェの海賊船の私掠に

よる略奪品の流通にその商業活動を特化していった｡

そして,このような活動を通じてリポルノのユダヤ

人大家族がアルジェに移住してくるのだが,そうし

た中でもプスナッチBusnach家とバクリBacri家

は,アルジェにおいて巨万の富を築いたユダヤ人商

人であった17㌔ 彼らは複数の外国語を操り,有利

な売買契約を結ぶ巧みな手腕とヨーロッパ諸国との

永続的な関係を保っていたことから,アルジェのデ

イとオジャックの高官たちにその能力を認められて

商業特権を得ていた｡アルジェのトルコ人高官たち

19世紀初頭の地中海と ｢7ルジュリア危機｣(小山EEI) 9



は,ヨーロッパ諸港との貿易を促進するためにこれ

らユダヤÅ商人との商業 関係を保たぎるを得なかっ

たのである｡

このようにして, リポルノ出身のアルジェのユダ

ヤÅ商Åたちは,18世紀末頃には,デイ政権の高官

たちが依存する第一の財務経営コンサルタントにの

し上がっていった｡たとえば,-ッサン･パシャ

Hassan Pacha, エル･ハッジ･アリ･パシャEI

HadjaAliPacha,ムスクファ･パシャMustapha

Pachaのデイたちの場合がそうであったし,また

ティトゥリー州のベイ,ムスタファ･ベン･ウズナ

ジMustaph盈benOuznadHl775-1795年)揺,ティ

トゥリ-･ペイリクbeylikdeTiWer量の財政管理

をすべて,ユダヤ人のナフタリ･プスナッチNaf-

taliBusnachに任せていた18)O フランス征服前夜

1830年のアルジェリアの貿易は,次のようなユダヤ

人商人- バクリ, セロールSeror,ルヴィLevi,

ヴァランスイValensi,ナホンNahon.ブスナッ

チ,ザクトZacuto, トゥネスTunes,アル ･ヴァ

レンゴAIVarengo, ロンサダLonsada, ボンジ

オルノBongiornO- によってほとんど独占的に
行われていたことは,いくつかの商業登記簿から明

らかにされている19)0

そしてこれらのアルジェのユダヤ人商人の中でも

もっとも活動的な人物の1人に, ミシェル･コーエ

ン･バクリMichelCoenBacriがいた｡ ベン･ザ

ウトBen Zahoutともあだ名されていた彼は, リ

ポルノのある商会の会長であったのだが,1770年頃,

アルジェにその支社を開設 した｡スタ-トにおいて

は小規模なアルジェ支社であったが,取引を行なう

商品をアルジェリアの農産物に切り換えることによ

って1783年から発展 し始め, リポルノの2大家族

- バクリ家とブスナッチ家- の連合商会となっ

た20㌔ ァルジェリア経済におけるこのバクリ･プ

スナッチ商会Maison BacrトBusnachの影響力が

いかに大きいものであったかは,前述のアルジェリ

ア人商人-ムダン･コ-ジャによって語られた,吹

のようなある興味深い商取引の中に表われているよ

うに思われる｡

ハムダン･コージャによると,コンスタンチ-ヌ

州のウズナジ･ペイbeyOumadjiは,ダイヤモン
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ドで飾られた宝石 (sama)をデイの妻への贈物に

するためにナフタリ書プスナッチから凝った｡元の

値段は3万フランでしかなかったその宝石は,38万

フランという法外な値段にはね上がり,その30万フ

ランは,低価格のアルジェリア小麦 (1升-40kg

が4フラン)で支払われることになったoバク71家
はこの取引で約7万5000升の小麦を手に入れ,それ

壷フランスに輸送して, l升50フラン以_kという高

価格で売りさばいた｡これはフランス市場で小麦価

格が高漉 したためであるが,パクリ･プスナッチ商

会は,この取引だけで線鋸75万フランという巨額の

利益を上げた21㌔

このように,オジャックの トルコ人高官の無知と

無責任が,そしてまたナポレオンのエジプト遠征に

つづくフランスーアルジェリア関係の断絶の結果ア

ルジェ政庁が貿易相手国を兄い出せなかったことが,

パクリ･プスナッチ商会の貿易独責を許し,この商

会に大きな財産を蓄積させることになった｡バク

リ･プスナッチ商会は巧妙な商取引によって,1800

年の1年間だけで229万7445フランにのぼる利益を

あげた22)Oデイの名の下でこの商人が行なったア

ルジェリア小麦の輸出は,アルジェリアの農民を犠

牲にするものであったが,フランスとりわけマルセ

イユ港への輸出ルートがユダヤ人商人に確保されて

i.､ることが,フランスへの燕麦輸出を容易にした｡

後にフランスのアルジェ遠征の口実をシャルル10世

に与えることになる1827年の ｢扇の一打｣事件は,

フランス革命中の総裁政府時代に,この且ダヤ大商

人を仲介にして行われた小麦取引をめぐるデイとフ

ランスとの係争から引き起こされることになる｡

3 フランスとの貿易関係と経済危機

さて,19世紀初頭のヨーロッパ列強による外圧の

高まりの中で,アルジェリアは特にイギリス,フラ

ンスの競合関係の中に巻き込まれて,経済危機に直

面することになる｡まず,18世紀以降のアルジェ政

庁とフランスとの貿易関係がどのようなものであっ

たのかを見ていくことにしよう｡

｢アフリカ特許concessionsd'Afrique｣ という

名で知られる商業特権は,アルジェ政庁がアルジェ

リアの農産物と畜産品の輸出を目的としてフランス

- 一一･■■■-



大商人に授与していたものであるoその起源は16世

紀初めにまで遡り,1520年以来認められていた商業

特権であった23)が,15別年ラ書カルLaCaileの近

くにフランス商館Bastion deFranceが設立され

るとともに消滅 した 24㌔ しかし18世紀に入って再

班,フランスの通商上の利益となるこの特許が復活

する｡1741年,マルセイユに設立されたアフリカ会

社Companied'Afriqueに この特 許 が 与 え ら

れ25), 次いで王立会社CompagnieRoyaleがこれ

を引き継ぐことになる｡王立会社はレトワイエ･デ

ルランLeitoyerDertrandの経営の下で, 1777年

から且794年にかけて大きな発展を遂げる弼 Oそし

てこの2つの貿易会社を仲介にして長期にわたり,

アルジェリアの諸港から膨大な量の小麦がフランス

に輸出された｡1788年にアルジェリアからフランス

に輸出された農産物は,小麦,大麦,野菜類を合わ

せて且5万荷 (Charges)にのぼった27)｡このように,

18世紀後半には小麦をはじめとするアルジェリアの

農産物はフランス市場と強く結びつけられていた｡

フランスにおける1789年の革命は,あらゆる特権

を廃止し,北アフリカの国々とさえ,営業の自由を

宣言するものであったが,ただちに平和友好条約が

調印され,1791年と1793年には新たな通商協定が締

結された28㌔ ヨーロッパにおける戦争は,フラン

スの総裁政府にアルジェ政庁との友好な関係を保つ

ように導いた｡すなわち,フランス領事が,寛大な

友そして忠実な同盟国として適任であると見なした

アルジェ政庁の-ッサン･デイDeyHassan29)紘,

友好のしるLとしてフランス政府に対する100万フ

ランの貸付けに無利子で同意し,さらにフランス南

部諸県の食糧需要とイタリアに駐留するフランス軍

の食糧補給を満たすために,かなりの量の小麦をフ

ランスに輸出することに便宜をはかった30)0線数

政府は1795-98年の間,主にイタリアのフランス軍

への食糧補給のために,アルジェ政庁に何度も小麦

の注文を出したのである31㌔ そして,このアルジ

ェリア小麦の取引を仲介したユダヤ人商人バクリと

プスナッチは,小麦の相対的に高い市場価格を適用

し,巨額の利益を生み出すことができた｡デイの権

力のもとにその活動の基盤を置いていたユダヤ人商

人たちは,同時にフランスの外務大臣タレ-ラン

TaueyTandとも緊密 な利害関係を緩んでいた32㌔

クレーランはアルジェにおけるユダヤ人商人の支配

力のゆえに,その商取引をユダヤ人たちに任せたの

である｡

一方,総裁政府の財政状態は逼迫しており,フラ

ンス政府は-ッサン･デイに債務を申し出なければ

ならなかった｡第 1総裁であったボナパルトは,そ

れ以前の債務の返還を考えていたのだが,当初,

川り.十 1--ヅ･･し余で連'･1..:I:･ン-･くJ)･I:i鷺鮎 -1'･i;∴

1801年には利子 ･仲介手数料 ･税負担を計算に入れ

ると,815万1012フランにまで達した｡ フランス財

務局は,そのうちの約半分にも満たない額の372万

5631フランをバクリ･プスナッチ連合商会に支払っ

た34)oLかし,この晩 債権者のデイは姿を表わ

さず,デイは返還額の 1銭も受け取らなかった35)0

フランスとアルジェ政庁との関係を決定的に悪化さ

せることになる係争問題はこのようにして始まった｡

また,これに先立っ1798年のナポレオンのエジプ

ト遠征はアルジェ政庁の協調的な政策を転換させ,

イスラム教国エジプトとの連帯のしるLとして,ム

スタファ･デイDey Mustaphaはフランスへの戦

争宣言を行ない,フランスへの輸出の特許はこの時

廃止された粥｡

しかしこうした状況にもかかわらず,第一総裁ボ

ナパル トは,代理大使 デュボワ ･テ ンゲィル

Dubois-Thainvilleの積極的な調停工作により,ア

ルジェとの和平を結び,同盟条約をも締結するに至

った (1801年12月17日)｡ しかしムスタファ･デイ

はフランスの債務未払いのことで敵意を抱いており,

イギリスの後押しによって一時的な平和は打ち破ら

れた｡1802年以降,アルジェの海賊船の略奪 (raz-

zias)がコルシカ島の沖合やプロヴァンスの沿岸地

方で再び始まった｡このような情勢に直面してボナ

パルトは,アルジェのデイ政権に対して,フランス

がアルジェとの国交を断絶するだろうと呼びかけ,

さらにアルジェの海城がフランス国旗をかかげた船

舵-の私掠をやめないならば,その報いを受けるだ

ろうと脅した｡そして彼は,アルジェの都市防衛が

どのようなものであるかを調査させるために,海軍

の有能な艦長ベルジュBergeを急速アルジェに派
デモンストレーション

遣 した｡この海上での示 威 運 動に驚いたムスタフ
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ァ書デイはず妥協の道を選んでフランスの要求をの

んだoLかし敏は,債務問題をフランス人に忘れさ

せないように喚起を促したのだが,デイはフランス

政府からそめ債務額のごくわずかな一部を受け取る

ことしかできなかった｡

アミアンの和約が破れ,さらにトラファルガ-沖

海戦の後,フランス艦隊はもはやアルジェ政庁にと

っては脅威ではなくなり,デイはイギリスとの同盟

の方向に向かっていく｡ デイ政府はまた,イギリス

艦隊がフランスの商社の海外支店を包囲するがまま

にさせ,ロンドン政府はフランス商社の海外支店を

手に入れようとさえ望んだのだが,ムスタファ･デ

イ (1805年に絞殺された)の後任者となった7-マ

ド･デイDey Ahmedは, すべての譲渡に反対し

た37㌔
一方フランスは,革命期の保護主義を継承したナ

ポレオンの経済政策,いわゆる大陸封鎖 (1806年ベ

ルリン勅令)によって,大陸市場からイギリス商品

を駆逐し,その戦力の根源に打撃を与えようとした

所期の目的を達成するに至らず,逆に,海上権を握

るイギリスによって,フランスおよびその同盟国の

逆封鎖をもって報いられた｡イギリスがとったこの

ような対抗措置は,フランスーアルジェリア関係を

も破壊し,アルジェリアを,その伝統的な貿易港で

あるマルセイユやリポルノ,スペインのいくつかの

港からも断絶した｡その結果,アルジェのデイ政府

はフランス第一共和制政府に輸出した小麦代金700

万フラン以上の支払いを受けることができなくなっ

た｡この時以来,イギリスの海上貿易がアルジェリ

アの対マルセイユ貿易に取って代わった｡ロンドン

のイギリス政府は,7-マド･デイと協定を結び,

貿易商の利益 となる 輔アフリカ会社CompaLgnie

d'Afrique"への特権をデイへの26万7500フランの

観相金と引き換えに獲得した くま806琴)Oこうして,

イギリス政府による10年間のアルジェリア貿易の独

責はアルジムリアの伝統的な輸出販路を規制するこ

とになった｡特に,ナポレオン帝政下のヨ-ロッパ

は,その間,フランス南部とイタリアの需要を満た

していたアルジェリア穀物の輸入が断たれたため,

ロシアのか麦を輸入することによって補っていたo

Lかし,エクスマウス卿のアルジェ遠征後の1816年,

12 歴 史 学 研 究 第692号

デイ政府がイギリスと10年間結んでいた協定を破棄

した時には,アルジェリアの小麦は販路を失ってし

まったo小麦価格をさらに切り下げたにもかかわら

ず,アルジェリア小麦がかつて独占していたヨーロ

ッパ市場を再び易い出すことはできなかったOそし

管,この間,ヨーロッパ市場には引続きロシア皇帝

の下で農奴労働に依存していた,より低価格のウク

ライナ畢クリミヤのか変が供給されていた38㌔

フランス政府は,アルジェリアとの貿易の再開に

対して消極的であった｡1815年,王政復古とともに

ドゥヴァルDeval領事の使節団がアルジ且に派過

され,1817年にはタレ-ランがデイへの納付金21万

4000フランを支払うことでフランスの特許の回復を

認めさせる条約の批准にこぎつけたのである39)が,

この条約によってフランス政府は未払も澗 小麦代金

の債務を定期的に支払うことを約束したにもかかわ

らず,貿易不振を口実に支払いを拒否していた｡さ

らに,1819年,英仏連合艦隊によって,アルジェに

対して軍事的圧力がかけられた40)ことは,フラン

スーアルジェリア関係を一層悪化させるだけであっ

た｡貿易関係の復活は,1819年12月23日と1820年7

月24日の2つの協定によるが,その時まで独占して

いた "アフリカ会社"の特権を譲りうけた "パレ･

ド･マルセイユ商会MaisonParetdeMarseille"

が,1822年 1月 1日以降8年間の特許を得て,貿易

業務が再開された41㌔ しかし,1815琴以降,通商

上の特許はもはや18世紀中葉におけるのと同じよう

な重要性をもたなくなっていたし,フランスの貿易

商によるアルジェリア小麦の買付けはますます無意

味なものになってきていたので,悪化したフランス

との貿易関係を立て直すことは,オジャックによる

農産物輸出の努力にもかかわらず,ますます困難に

なっていた42㌔

このようなフランスとの貿易関係の悪化と衰退は,

アルジェリア経済に次のような結果をもたらした｡

第 1に,地中海沿岸の貿易港に近い平野部の穀物

(小麦が中心)生産を低下させた｡ミチジャMiti･

dja平野やポーヌ平野,アルズーArzew平野にお

いて,それまで続いていた穀物耕作は縮少され,放

牧地の拡大と牧畜の増加がみられた｡このことは,

フランス遠征軍の将軍,兵士たちの非公式の文章や



文 学の中に鬼い出される｡たとえば,アフリカ遠征

軍 参 謀 部長のデスプレイDesprey将軍はクリミヤ

の 安 価 な穀物がパルバリア沿岸の農業に大きな打撃

を 与 え ,農村のマウルAは毎日減少していった頼,

と 書 いている｡ アルジェリア経済にとっても有害で

ある商業協定にデイが同意することは,イスラーム
教団ではないフランス君主制に服従する行為とみな

され,すでに地に落ちていたアルジェ政庁のデイの

国内的な統治権力をさらに弱めることになった｡

もうひとつの結果は,フランスとのアルジェリア

貿易量の決定的な削減であるが,この状況は,アル

ジェリアにおけるイギリス貿易に対抗して,フラン

ス貿易の覇権を武力によって再び打ち立てようとす

るマルセ木ユ商人沿願望を生み出した硯｡そして,

やがてフランスのアルジェリア征服を導くことにな

るデイ政権の運命は,アルジェのユダヤ人債権者の

手に委ねられることになった｡

4｢扇の一打｣事件.そしてアルジェ遠征

フランス軍のアルジェ遠征に先立っ3年間のアル

ジェ封鎖は,1827年4月29日の ｢扇の一打｣事件に

端を発した｡これはフランス革命の最中にアルジェ

リアから輸出された小麦代金の決済をめぐる会談中

に,アルジェのユダヤ人商人バクリと手を結んだフ

ラ ンスの駐 ア ル ジ ェ領 事 ドゥヴ ァルDeval

(pierre)がフセイン･デイを愚弄 し,それに立腹

したデイが手にしていた羽根扇で領事の頬を打った

という事件であるとされている連5㌔ そもそもこの

事件の原因となった小麦取引はどのように行われた

のか,そしてそこから引き起こされたユダヤ人商人

バクリの債権問題とはどのような問題であったのか,

をまず明らかにしていこう｡

葦命中の総裁政府の下で,アルジェリアからかま

が大量に輸入されたことはすでに述べたとおりであ

るが,この小麦取引を仲介したユダヤ人商人バクリ

とプスナッチ軌 アフリカ会社の代理店が 1荷45フ

ランでフランス軍に引き渡 していた小麦を,1荷

120フランに引き上げて売却する契約を結んだ46)0

しかし彼らはフランス政府には可能な限りの支払い

期限の猶予を認めたのであったが,デイはこの高価

格での小麦取引に引かれて,ユダヤ人にその仲介を

任せた｡

1801年のアルジェとの和平が結ばれた後,フラン

スめ債務額815万フランのうち,373万フラン47)が

バクリ･プスナッチ商会に2度に分けて支払われた

が,ナポレオンはデイには何も返済 しなかった｡そ

して,この未払いの小麦代金の決済は,王政復古時

代にもち越されることになった｡1819年,タレ-ラ

ンが復帰するとともに,バクリ･プスナッチ商会の

小麦取引が引き起こしたフランスの債務問題が再燃

する48)oこの粗 フランス政府は,利子を含んだ

債務額は700万フランに達 したと考えたが,これに

対して,バクリ･ブスナッチは,2400万フランを請

求した｡ しかし, フランス政府は700万フランのう

ち,450フランのみバクリ･プスナッチに返済し,

彼らはそれを受け入れた｡デイは,ユダヤ人商人が

フランスに売った小麦は,デイの小麦であるのだか

ら (実際にはアルジェリアの農民から汲み上げた小

麦であるが),自分こそがバクリ･プスナッチの債

権者であると主張した｡しかし,デイはフランスに

おいて行われた債務の返済の手続きについて精通し

ておらず,彼は王覚政府に対 して次のように述べた｡

バクリは自分 (デイ)の債務者であり,フランスは

バクリから借金をしているのであるから,フランス

が自分 (デイ)に支払うべきである,と｡このよう

な議論は,その後,7年間続いたが解決せず,1826

年8月,フセイン･デイはついにバクリを投獄し,

彼にフランスとスペインに対する債権をすべて放棄

するよう強要 した49)aLかし,デイのこの行動をこ

よっても事態は何も変化しなかった｡

デイがフランスに対して不満を抱いているのは全

く当然のことであると考えている間は,アルジュ政

庁は,衰退しつつあるとは言え,キリスト教国にと

っては依然としてぶきみな恐るべき強国であった｡

フセイン･コージャは,1818年,前任者6人が暗

殺された後にデイとなったのであるが50㌔ とりわ

け忍耐力に欠けた太物であったとされる51)｡ そし

て,フランスがローマ教皇の船舶をフランスの保護

下に置くことを宣言した時,デイはフランスの要求

をすべて拒絶 し,｢ローマ教皇は年貢を支払うよう

に !｣と声明した｡そして,デイの無礼と暴力の勝

手気ままな行動がこれ以後っづく｡ 2隻のローマ船,
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サン･アントニオ号San-Antonio,サ ン･フラン

シスコ号San-Franciscoが牽捕されたOアルジ皿

リア沿岸のフランスの2つめ建物が占拠され,取 り

調べられた｡フランス大商人たちがスペイン船の船

上で捕えられた｡この後者の2つの出来事について

は, デイは謝罪 したが,教皇 (Saint-P如e)下の

艦船への攻撃は止まなかった52)O

このような情勢の中で1827年初頭におけるデイと

フランスとの間の係争問題とは,フランスが不満を

抱いていたポ-ヌ事件とデイによる船舶の牽楓 そ

してデイが不満を訴えていたパクリのかかわったフ

ランスの債務の未払い問題であったoそして,双方

からの訴えによる未解決の問題をさらに悪化させた

要因は,デイがフランス領事 ピ正一ル ･ドゥヴァル

をひどく嫌 っていたことである｡被は ドゥヴァルを,

パクリに雇われていると非難 した58㌔ ドゥヴァル

はレパントのフランス領事館の通訳官を父親にもっ

人物で,故はその誠実さゆえにタレーテンのお気に

入 りであった｡ しか し,マルセイ且の商業会議所

ChambredecommercedeMarseilleと他の領事

たちの問ではドゥヴァルの評判は甚だ悪 く,彼は悪

覚のような入物とさえみなされていた54㌔ デイは,A

このような ドゥヴァルの召還を要求 していたのだが,

フランスの宮産は,デイが領事の交代を要求するの

は,新 しい領事の着任の際にデイに支払われる慣習

的な贈与をデイがうけたいがためだとの嫌疑をデイ

にかけた 55㌔

1827年4月2相 , 決定的な事件が起こった｡ ｢教

会の長女｣であったフランスの,駐アルジ£領事の

肩書で, ドゥヴァルはローマ教皇領の代義を引き う

げ,アルジェにおけるローマ教意の臣下の権 利 を デ

イに喚起するため,デイに謁見を願い出たO- 方,

フセインはこの機会をとらえて,フランスの債務支

払いの訴訟を再び起 こそうとしたのだが,会談はト

ルコ語での短い口論の末決裂 し,デイは立ち上がっ

て ドゥヴァルに謁見の間を去るように命令 した56㌔

しかし被は身 じろぎしなかったので,ついにデイは

手にしていた羽板扇で領事を打ったOいわゆる ｢扇

の-打｣事件であるOその夜, ドゥヴァルはフラン

ス政府蔓こ報告 し,デイが彼に謝罪するか,あるいは,

故を解任することをフランス政府に求めたO一方,
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債務問題を訴えたフセイン･デイは,パクリ家に債

務 を償還させるという彼の考えを伝え,すで暑こリボ

ル j に避難 していたパクリ家をアルジェに引き渡す

ように, トスか-ナ大公に強 く命令 したo

トスか 00ナへの戦争の脅威の下で,フランスはト

スか-ナ公国を骨の保護下におかなければならなか

ったo フランスから2隻の艦隊が航海に出たol隻

はり酌 レノに翻 巧㌔ もう1隻はアルジ且をめざし

たoその報復としてチフランス商社の海外支店がデ

イの命令で長嶺された晩 フランスによるアルジム

の封鎖が宣言された57㌔

フランス国王シャル現 0世は国内の反対派と国民

の世論の転換をはかる必要に迫 られてお扮,｢扇の

-打｣事件を口実にアルジ且に出兵 し,フランス艦

隊はアルジ且を封鎖することになったのであるOこ

の間,アルジ且では現地入によるフランスÅ捕虜の

虐待が横行 したため,両者間の不和は-層深刻化し

たo摘29年8月,デイはフランスからの使節を放逐

し,その使節が休戦旗を掲げた船に乗って港外へ去

ろうとしているところへ砲火を浴びせかけたOここ

に決定的規模の戦闘が開始されることになった0

1830年 5月26臥 フランス大艦隊が トゥーロン

Toulon軍港を出帆 し,6月13冒アルジェ沖に到着

して,シディ ･フェルーシュSidi-Ferruch湾に投

錨 した06月14日, フランス軍はアルジェの西のシ

~-~JH :･',.し シュこ 1･_L'･S::_. 昌̀jl'.,･::, ･']/7-I,_

リStaou封iに進攻 して,アラブA とカピル人の一

軍を打ち破ったO さらに,アルジ£軍を撃退 しなが

ら陸路アルジェに向かって進撃 し, 7月4日アルジ

ェの市街戦になったが,古城砦フォ-ル ･アンプル

- ルFortEmpereurを占領後7月5日, フセイ

ン･デイが降伏 し,フランス軍はアルジェを責領し

た 58)Oここに,フランス軍司令官 とデイとの間に

条約が締結され デイ自身と市街の住民の身柄と財

産の安全を保障することが取 り決められた59)Oデ

イがアルジェリア領内に居住することも自由とされ

たが,呈週間後, デイは家族や従者および家財とと

もにフランスのプリゲ-ト艦でアルジェを発ち,チ

ポ リに向かった60㌔ これ以後,1831年 1月 1日に

はメデアM紬ね のペイ61),9月19日にはオランの

ペイも降伏 し,アルジェリアを立ち去った｡他方,

__.._._..._._一-



現地社会との統合を強めていた東部ヨンスタンチ-

ヌ州の77ム ド･ベイAhmed Beyは, アルジェ

封鎖の時期から税制改革を行 うなどしてトフランス

に抵抗を続けたが,1837年10月には,これもフラン

ス植民地勢力の前に屈伏することとな り62),アル

ジェのデイ政権は完全に崩壊 した｡こうして,1518

年にオスマン帝国の属州となって以来,約320年間

つづいたアルジェリアの トルコ人支配はついに終わ

りを告げることになった｡
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結 び

本稿では, ｢海域 と地域｣という凍特集のテ-冒

をうけて,19世紀初頭のアルジ温7]アのデイ政権の

危機が,地中海を取 り巻 く国際関係とどのよう妄欄

わっていたのかを検討 したoそれは,アルジェ政庁

の トルコ政権の崩壊過程を描 くことであり,同時に

フランスのアルジ温 リア征服の原因を探ることでも

あった｡

且8世紀の地中海世界を特徴づけていた諸情勢は,

努 まにヨーロッ璃 臓 の進出によるものであったが,

西地中海において勢力の拡大をはかるヨ-ロッパ諸

国に提起された課題は,地中海での航海の安全を守

るために,アルジ濃を拠点 とするパルバ リア海賊の

活動を終わらせることであり,そのためにアルジェ

のデイ政権と通商協定を結ぶことであった｡-瓦

デイ政権はこうしたヨーロッパ列強の外交的経済的

進出に翻弄され,特にイギ リス ･フランスの競合関

係の中に巻き込まれて経済危機に直面するoイギリ

スのアルジェリア貿易の独責が, フランスとの貿易

関係を断絶 してしまうのである｡ しかし,18世紀以

降のアルジェリアの貿易構造は,イギリス ･フラン

スをはじめとするヨ-ロッパ諸国か ら製品を輸入 し,

アルジェ リアか らは農産物 注 に小麦)や原材料

(羊毛など)を輸出するという従属的経済関係 の上

にすでに成 り立 っていた｡ しかも,アルジ且 リアの

地中海貿易は,外国の商人や海運業者の手に擦 られ,

保護関税の撤廃による自由貿易の方向に向うにつれ,

ますますこの従属構造が強化されていった｡

デイ政権の財政危機は,ま7世 紀 後 半以降の海賊活

動の衰退による収入の低下が主な原因であったが,

これを埋め合わせるためにデイは国内の農民からで

きる限りの農産物を吸い上げ,地中海の北側のヨー

ロッパ市場多芸向かわせることになり,こうした車で

フランスへの小麦輸出が促進されたOそしてアルジ

ェリアの小麦は,革命期とナポレオン戦争における

フランスの食窺補給を支える重要な資源となるのだ

が,この小麦輸出が混乱期のフランスの債務問題を

弓は 起 こし,ついにフランスをアルジェ遠征に向か

わせる偶然の状況をっ くり出すことになったOまた,

(57頁へ続く)



-ロッパ人たちは自己文化の優位性を認識 し,それ

が大航海時代以降のヨ-ロッパ人の行動を規定する

ことになったと考えられるoその意味で,この認識

のプロセスを中近世期における文化接触から導き出

すことも,本部会と大きく関係する点であろう¢

以上,無理難題を述べたが,全体を通じて感じた

ことは,土着文化の進出文化へ蔚影響という図式を

設定することは簡単であるが,実際の歴史研究の率

でそのことを呈示するのは非常に難しいということ

であったoこの困難な 課 題 暑こ挑んだ各報告者に感謝

(16頁より続く)

この債務問題を生み出した張本人の温ダヤ大商人た

ちが, リポルノの出身者であり,かつてリボルJに

おいてアルジェの海賊の私掠品の流通によって財を

なし,アルジェに移住してからは農産物流通に切り

換えて巨万の富を築いた商人であるということも､

転換期の地中海情勢を反映した象徴的な事柄である

ように患われるO彼ら且ダヤ大商人はヨーロッパ勢

力の進出とともに,フランスとも緊密な利害関係を

(36頁より続く)

た書物である以上,その点をどのように理解してい

るのか,制度,教育,世相なども視野に入れながら,

概説風であれ,｢はしがき｣などで,言及される必

要があったのではないかO

四つ目は本番全体に関わるO本署の多くはわが国

でもすでに紹介されている額の内容であり･-部を

除いて,問題提起はかなり控え目であるOそれに,

本書全体を流れる ｢社会史-の途｣については書

｢はしがき｣ で ｢全体性｣への志向ということが指

摘される程度にとどまっているし,叙述のスタイル

も各執筆者によってかなり異なっているo 全体とし
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-国立歴史民俗博物館

したい O 最後に,今回初めてヨ-ロ､ブタギ前近代とい

う枠で部会を持ったわけであるが,古代史と共催す

ることにより,多くの収穫を得ることができた0時

に,宗教の位置づげや文化の持っイデオロギ-性,

アイデンティティ形成の方法など,申近世と苗代と

の差をあらためて知ることとなり,非常に刺激を受

けた｡運営などいろいろと大変な点はあるだろうが,

この試みを今回だけで終わらせることなく,ぜひ継

続させてほしい｡ (佐々木 裏)

結び,フランスのアルジェリア征服を導きÅれるこ

とになったのである｡

いずれにせよ,且830年のフランスのアルジェ遠征

はき地中海において衰退しつつあるオスマン帝国が,

そして西地中海ではアルジェ政庁の トルコ政権が,

排他的な勢力圏の拡大をはかるヨ-ロッパ列強にそ

の制海権を譲り渡す転換点に位置づけちれる事件で

あった｡

1

て,もうひとつまとまりに欠けるという印象を拭い

得ない O もう少し工束や調整がなされてもよかった

のではないかO興味深い問題が数多く含まれている

だけに,その点の努力が惜しまれるO

とはいえ,本署は,ヨーロッパ社会史の動向を知

る上では数少ない恰好のテキスト (各論考の末尾に

参考文献も柑されている)であって,日本における

今後め社会史研究にとっても,一定の重要な役割を

果たしても､くことは間違いないであろうO
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